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資料１

１．建設業振興プランの概要について

県内建設業が将来にわたり持続可能で活力ある産業として発展できるよう、県が取り組む建設業振興施策の基本計画
として、「第２次ふくしま建設業振興プラン」を策定
・策 定 日：令和４年３月２４日
・基本目標：Ⅰ「経営力の強化、生産性の向上」

Ⅱ「担い手の確保・育成」
Ⅲ「地域の守り手としての役割を持続的に担うことのできる環境づくり」

・計画期間：令和４年度～令和１２年度
・構 成：７つの目標と目標を実現するための７４の具体的施策で構成

２．進行管理について

・プランを着実に推進するため、
７つの目標毎に定めた代表指標で進行管理
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福島県建設業産学官連携協議会
令和７年３月２１日（金）

基本目標Ⅰ「経営力の強化、生産性の向上」

・土木部発注工事 計画 36.0% に対し 実施率 41.7%（12月末時点）

１ 総資本経常利益率

２ ICT活用工事の実施率

【Ｒ６主な取組】
➤総資本経常利益率に関わる各種指標を分析し、
ワーキンググループ（WG1）で検討した（4回開催）

➤建設業新分野進出事業の実施
・経営基盤強化を図るため新分野進出を果たした
建設企業を新たに認定した（12者）

➤建設業育成資金貸付事業の実施
・運転資金を確保できるよう、福島県建設業協同組合に
対し貸付を実施した（6件、2,680万円貸付(1月末時点)）

・農林水産部発注工事 計画 16.0% に対し 実施率 12.2%（12月末時点）

【Ｒ６主な取組】
➤デジタル技術活用人材育成講習会の開催
・業界団体と連携し、ICT活用等に関する講習会を
開催した（計13回）

➤建設DX加速化補助金事業の実施
・ICT機器購入に係る補助金を交付決定した
（37社（建設業者26社、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等11社））

・総資本経常利益率 計画 2.4% に対し 現在 2.6%

▲建設業新分野進出企業認定証書
交付式

▲デジタル技術活用人材育成講習会

出典 県調べ

※値は、前年度決算値
（R6の2.6%はR5決算）

出典 CIIC(建設業情報管理ｾﾝﾀｰ)
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基本目標Ⅱ「担い手の確保・育成」

・新規高卒入職者の３年後定着率 計画 56.3% に対し 現在 55.9% で推移

３ 高校生（建設系）の県内建設業への就職率

４ 新規高卒入職者の３年後定着率

【Ｒ６主な取組】
➤高校生（建設系）への建設業座談会等の開催
・進路選択時に建設業を考えてもらえるよう建設業座談会
や現場見学会を開催した（座談会6校）

➤建設業の魅力を発信するポータルサイトの制作及び
ＰＲ動画の制作・公開
・建設業魅力発信ポータルサイト及びＰＲ動画を制作した
動画はポータルサイト及びYouTubeで公開し情報発信を進
めた（R7.3月予定）

【Ｒ６主な取組】
➤入職者のための研修会の開催
・新入社員合同研修会や土木専門研修会を開催した

➤高校生のインターンシップの実施
・建設業協会会員企業延べ107者が高校生327名を受け入れた

➤優秀施工者顕彰事業の実施
・技能者の社会的評価と地位の向上を図るため、現場に従事
する優れた技能者を知事が顕彰した（R7.3月予定）

・高校生の県内建設業への就職率 計画 27.4% に対し 現在 28.7% で推移

▲建設業座談会

▲新入社員合同研修会

※値は、３カ年平均値

※値は、３カ年平均値

出典 福島県建設業協会調べ

出典 福島労働局発表資料

福島県建設業産学官連携協議会
令和７年３月２１日（金）
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基本目標Ⅱ「担い手の確保・育成」

５ 週休２日確保工事の実施率

【Ｒ６主な取組】
➤週休２日制の普及促進
・土日に限らず、４週８休以上の現場閉所を
行った状態を週休２日と定義し、発注者指定
型で実施した

・週休２日の拡大・普及に向け、発注者連絡協
議会において、県内市町村へ週休２日確保工
事の実施を働きかけた

・土木部発注工事 計画 42.0% に対し 実施率 86.2%（12月末時点）

・農林水産部発注工事 計画 40.4% に対し 実施率 68.2%（12月末時点）

キャンペーンチラシ▶

出典 県調べ

出典 県調べ

福島県建設業産学官連携協議会
令和７年３月２１日（金）



基本目標Ⅲ「地域の守り手としての役割を持続的に担うことのできる環境づくり」

６ 包括的維持管理の導入地区数

７ ふくしまＭＥの認定者数

【Ｒ６主な取組】
➤包括的維持管理に関する意見交換会の実施
・包括的維持管理を受注する業界団体と業務の
効率化等をテーマに意見交換を実施した（R6.11）

➤包括的維持管理を実施している他県への事例調査
や維持管理業務に係る県の基本的な方向性について
ワーキンググループ（WG1､3）で検討した（3回開催）

➤「福島県公共土木施設維持管理業務に係る基本的な
方向性について（案）」を定めた

【Ｒ６主な取組】
➤ふくしまＭＥ講習会の開催
・インフラメンテナンス技術者の
育成に取り組んだ
（講習会、現場講習会各1回）

▲包括的維持管理業務を受注する
団体との意見交換を開催（R6.11）

・包括的維持管理の導入地区数 現在 5地区 導入

・ふくしまＭＥの認定者数 計画 813人 に対し 現在 901人 認定

▲ふくしまＭＥ講習会

○「週休２日確保工事の実施率」や「ふくしまＭＥの認定者数」の指標見直しについて、継続検討とする。(次年度の幹事会で調整)

〔率〕や〔数〕で表すべきものなのか、〔質〕で表す指標についても整理し、継続検討とする。

○「高校生(建設系)の県内建設業への就職率」について〔率〕でいいのか。数を確保しないといけない。

どのくらい新規入職者を確保すべきか〔数〕も検討してほしい。

➤各コースの認定者数
・基礎 131名（計901名）
・保全 19名（計119名）
・防災 21名（計110名）

出典 県調べ

出典 ふくしまｲﾝﾌﾗﾒﾝﾃﾅﾝｽ技術者育成協議会
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【第18回幹事会
での発言等】


